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「
橋
本
病
」
は
、
日
本
人
の
名
前
が
冠
名
と
し
て
残
る
数
少
な

い
医
学
用
語
の
一
つ
で
あ
り
、
戦
後
九
大
第
一
外
科
の
秋
田
八
年

氏
の
貢
献
に
よ
り
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
秋
田
八
年
著
、

橋
本
氏
病
ｌ
そ
の
提
唱
者
の
面
影
と
概
要
Ｉ
、
臨
床
の
日
本
純
第
３
巻

６
号
、
己
忌
ヨ
ー
高
』
、
昭
和
犯
年
）
が
、
そ
の
後
の
出
版
を
み
る
と
、

報
告
者
「
橋
本
策
（
は
か
る
）
」
の
人
物
像
と
そ
の
業
績
に
つ
い
て

は
、
正
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
橋
本
策

に
〃
特
異
な
組
織
像
を
呈
す
る
〃
甲
状
腺
疾
患
の
研
究
を
命
じ
た

三
宅
速
（
は
や
り
）
に
関
し
て
も
、
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
橋
本
策
の
同
門
と
し
て
、
橋
本
策
の
人
物
像
と
三
宅
速

の
貢
献
を
紹
介
す
る
。

橋
本
策
は
、
明
治
皿
年
５
月
５
日
に
三
重
県
阿
山
郡
西
柘
植
村

御
代
に
お
い
て
、
医
師
橋
本
謙
之
助
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

橋
本
家
は
伊
賀
地
方
で
代
々
続
く
医
家
で
あ
り
、
祖
父
は
幕
末
に

42

橋
本
病
発
見
者
橋
本
策
（
は
か
る
）
補
遺

佐
藤
裕

長
崎
に
お
い
て
ポ
ン
ペ
弓
○
日
扁
）
の
教
え
を
受
け
た
藺
方
外
科

医
で
あ
っ
た
。
地
元
の
尋
常
小
学
校
を
卒
業
後
、
津
中
学
か
ら
第

三
高
等
学
校
を
経
て
、
明
治
釘
年
新
設
の
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医

科
大
学
に
入
学
し
た
。
明
治
狙
年
１
月
卒
業
と
同
時
に
、
三
宅
外

科
に
赤
岩
八
郎
（
後
の
第
一
外
科
二
代
目
教
授
）
ら
と
と
も
に
入
局

し
た
。
助
手
時
代
に
、
教
室
に
保
存
し
て
あ
っ
た
甲
状
腺
標
本
の

組
織
学
的
研
究
を
命
じ
ら
れ
、
３
症
例
に
つ
い
て
詳
細
に
研
究
し
、

明
治
“
年
の
第
吃
回
日
本
外
科
学
会
に
お
い
て
「
甲
状
腺
ノ
淋
巴

腫
様
変
化
二
関
ス
ル
組
織
的
並
二
臨
床
的
知
見
二
就
イ
テ
」
と
題

し
て
発
表
し
た
。
演
題
抄
録
は
「
余
ガ
弦
二
甲
状
腺
ノ
淋
巴
腫
様

変
化
卜
称
ス
ル
ハ
甲
状
腺
ト
シ
テ
手
術
別
出
セ
ル
甲
状
腺
組
織
内

二
恰
モ
淋
巴
腺
若
ク
ハ
消
化
器
系
統
ノ
臓
器
等
二
生
理
的
二
存
在

シ
病
理
的
二
増
殖
ス
ル
性
質
ヲ
有
ス
ル
淋
巴
濾
胞
数
多
存
在
ス
ル

ヲ
認
メ
且
シ
甲
状
腺
実
質
ニ
モ
一
定
ノ
変
化
ヲ
伴
イ
タ
ル
モ
ノ
ナ

リ
」
で
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
翌
一
九
一
二
年
も
う
一
例
を

追
加
し
て
Ｐ
四
侭
①
号
①
。
定
め
シ
月
巨
ぐ
雷
吋
冒
目
の
ｇ
①
。
巨
吋
員
‐

四
①
〕
誌
に
、
同
旨
【
①
ご
昌
昌
の
号
民
ミ
ョ
ロ
ゴ
ａ
目
胃
○
の
①
己
ぐ
の
鼠
昌
‐

号
昌
邑
、
号
吋
枠
三
匡
号
房
の
⑦
言
匡
目
印
ご
ョ
ｇ
ｏ
ョ
胃
吊
巴
〕
と

題
し
て
発
表
し
た
。
こ
の
論
文
を
読
ん
で
い
く
と
、
特
異
な
組
織
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像
を
呈
す
る
甲
状
腺
腫
の
研
究
の
端
緒
は
三
宅
速
に
あ
る
こ
と
が

明
言
さ
れ
て
い
る
。
三
宅
速
自
身
が
そ
れ
ま
で
に
摘
出
保
存
し
て

い
た
甲
状
腺
標
本
の
中
に
、
〃
特
異
な
組
織
像
を
呈
す
る
〃
も
の
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
病
態
の
解
明
を
橋
本
策
に
命
じ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
特
異
な
甲
状
腺
腫
に
着
眼
し
た
三
宅
速
の
〃
慧

眼
″
は
、
ミ
ク
リ
ッ
ッ
に
師
事
し
た
こ
と
に
そ
の
淵
源
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ミ
ク
リ
ッ
ッ
病
（
リ
ン
パ
球
浸
潤
を
伴

っ
て
唾
液
腺
や
涙
腺
が
硬
化
肥
大
す
る
疾
患
で
、
一
八
八
八
年
に
三
］
．

百
胃
園
が
記
載
こ
を
報
告
し
た
ミ
ク
リ
ッ
ッ
に
師
事
し
た
三
宅
速

は
、
こ
の
疾
患
の
こ
と
が
念
頭
に
あ
り
、
摘
出
保
存
し
て
い
た

「
著
明
な
リ
ン
パ
球
浸
潤
や
リ
ン
パ
濾
胞
の
形
成
を
伴
っ
た
甲
状

腺
腫
」
の
研
究
を
、
橋
本
策
に
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は

「
橋
本
策
」
の
単
名
で
発
表
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
研
究
の
端
緒
を

つ
く
っ
た
三
宅
速
の
名
前
は
、
主
著
者
日
Ｈ
・
函
・
国
閉
三
目
○
８
」

の
下
に
小
さ
く
、
日
時
①
ｇ
①
同
卑
呉
．
国
．
富
ご
農
①
」
と
あ
る
の

み
で
あ
る
。
近
年
三
宅
速
の
日
記
を
も
と
に
孫
の
三
宅
進
氏
が
刊

行
し
た
「
或
る
明
治
外
科
医
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
九
大
医
学
部
揺

藍
期
三
宅
速
記
」
に
は
、
橋
本
策
が
論
文
発
表
し
た
「
リ
ン
パ
腫

性
甲
状
腺
腫
」
が
ド
イ
ツ
医
学
界
に
お
い
て
も
正
式
に
認
知
さ
れ

た
こ
と
を
喜
ん
だ
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
九
一
二
年
二
月
ド
イ
ツ
の
⑦
α
昌
侭
ｇ
大
学
に
留
学
し

尿
四
具
目
四
口
ロ
教
授
の
も
と
で
尿
路
結
核
の
研
究
を
続
け
た
が
、
第

一
次
世
界
大
戦
の
た
め
３
年
足
ら
ず
で
帰
国
し
た
。
第
一
外
科
を

経
て
、
鍋
歳
時
に
故
郷
伊
賀
で
開
業
し
盛
業
を
き
わ
め
て
い
た

が
、
不
幸
に
し
て
昭
和
九
年
一
月
九
日
、
腸
チ
フ
ス
の
た
め
急
逝

し
た
（
享
年
別
歳
）
。

現
在
、
秋
田
八
年
氏
と
地
元
阿
山
郡
医
師
会
の
尽
力
に
よ
り
、

伊
賀
町
中
央
公
民
館
の
敷
地
内
に
橋
本
策
の
胸
像
顕
彰
碑
が
建
て

ら
れ
て
い
る
（
碑
銘
は
、
三
宅
連
の
後
を
嗣
い
て
、
第
一
外
科
の
四
代

目
教
授
と
な
っ
た
速
の
長
男
故
三
宅
博
氏
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
）
。

（
北
九
州
市
立
若
松
病
院
）


